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　中部経済産業局長に着任して 2 年になろうとしています。中部地域の皆様とともに、
地域経済の活性化に向けた業務を推進して参りました。この間、日本で 6 回目の主要国
首脳会議である伊勢志摩サミットの開催、新たな燃料電池自動車（MIRAI）の本格生産、
53 年ぶりの国産民間旅客機（MRJ）が県営名古屋空港から飛び立つなど、当地域の経済・
産業の新たな歴史の 1 ページに立ち会うことができ、大変印象深く感じております。
　実際のものづくりや研究開発の現場にお伺いし、産業界、大学・研究機関を始め多く
の皆様とお目にかかる中で、当地域の製造業の集積の厚みや優れた技術力、さらに、そ
れらを基にした多様化するニーズへの対応など、ものづくり産業の力強さを日々実感し
ております。こうした産業の強みを支えているのは、ファインセラミックスを始めとす
る素材・材料の良さであります。中部地域は、良質な土地に恵まれ、瀬戸や常滑など古
くから陶器を産し、江戸時代には磁器の生産も始めるなど、陶磁器の国内有数の産地で
あります。この背景をもとに、1970 年代には、新たな素材として注目されたファインセ
ラミックスの研究開発や生産が盛んとなり、人材と技術が集積してまいりました。JFCC
は、そのような高いポテンシャルを有した当地にて 1985 年に創設されて以降、研究開
発プロジェクトの中核的な担い手として研究をリードしてこられ、また、試験評価につ
いても、方法の確立、国家標準化の推進に多大な実績を残してこられました。2007 年に
は、ナノ構造研究所を設立され、国内有数の材料研究機関となり、電子顕微鏡を用いた
解析・分析技術では、リチウムイオン電池中のリチウム原子の直接観察に成功されるなど、
世界のトップクラスの実力を保有されております。
　JFCC の大きな特長は、国からの交付金を受けず民間主導の運営により、競争的資金や
企業との共同研究などにより事業が行われていることです。また、高度な研究を自ら実
施する一方で、NEDO 事業や中小企業振興のための施策を活用して、地域の中小企業と
共同で素材・材料分野におけるイノベーション創出に貢献されております。
　中部地域のものづくり産業の基盤を強化するためには、更に新たなイノベーションを
次々に起こしていくことが重要であり、これがひいては日本経済を支えていくものと思
います。当地域には、ノーベル賞受賞者を多数輩出している優れた大学や研究機関、世
界トップクラスの自動車関連産業の集積に加えて、世界に誇るコア技術を有する企業が
数多く存在しています。JFCC 自らが研究開発の成果を創出することに加えて、地域の企
業・大学・公設試験研究機関等のネットワークの中核機関として、地域経済発展のため
のイノベーションの促進に向けて、更にご活躍されますことを心より期待しております。

JFCC への期待 
〜イノベーションの担い手として〜

中部経済産業局長　波多野　淳彦
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　本年度は、第 6 次中長期経営計画の 2 年目にあたる。設立以来 30 年以上にわたり蓄積してきた研究開発力並び
に評価・試験技術をより一層進化させ、社会・産業界から求められる研究開発・試験評価事業の推進を通じて、も
のづくり産業に寄与し社会に貢献する。
　そのために、同計画の事業方針である (1) 先端かつオンリー・ワンのエキスパート集団を目指し研究力・技術力
を一層高め、（2）社会のニーズ・動向を敏感に捉え自らの研究・試験評価の位置付けを理解し的確に対応し、そし
て（3）「人材育成」と「チームワーク重視」により組織総合力の向上を図ることを職員一丸となり、スピード感を持っ
てチャレンジする。

　以下、項目毎には次のように実施する。

平成２９年度　事業方針

Ⅰ．公益事業

１．研究開発事業
　ファインセラミックスを主とした材料に関する研究開発を行い、材料研究機関の COE を目指す。研究で得られた
成果は研究成果発表会、学会活動などを通じて広く公開・普及していく。

（１）先端技術育成研究
　JFCC の将来の研究の柱となるテーマについて、確実かつ定常的に実施する。

（２）政府等受託研究
　第 5 期科学技術基本計画を踏まえ、また、産業界のニーズが高いテーマについて、技術シーズを活用し、民間企業、
JFCA、他の研究機関等との連携を図ることにより、プロジェクトの初期形成段階からの参入に努力し、経済産業省、
NEDO、文部科学省、JST、環境省、防衛省などの公募へ積極的に提案する。
　平成 29 年度は年間収入 5.7 億円の受託獲得を目標とする。また、得意分野のさらなる研究力アップにつながる
科学研究費補助金は従来以上に積極的に取り組み、0.5 億円の獲得を目指す。
　継続テーマをベースに、平成 29 年度のみならず 30 年度以降の新規テーマの獲得のため、提案活動を積極的に行う。

２．研究技術普及啓発事業
　定期刊行物「JFCC ニュース」の発行、シンポジウム・講演会の開催、マスメディア等を通じ、研究成果及び技術
情報の普及を幅広く行う。

３．中小企業技術支援事業
　関係機関との連携を図りつつ、広く技術相談や人材育成を実施していくとともに公的資金による共同研究等を通
じ、中小企業の振興に貢献する。

４．国際交流事業
　国際学会活動や海外の機関、研究者との各種の交流を通じて連携を深め、JFCC がファインセラミックスを主とす
る材料の研究開発機関であるとともに、先端的な微構造解析技術・計算技術等を有するナノテク研究機関であるこ
とについて国際的知名度を高めていく。

年度事業方針
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Ⅲ．支出等計画

１．人事計画
　中長期経営計画に基づき、強化すべき研究分野及び試験評価分野への人材強化を行うとともに時代的・社会的ニー
ズにスピード感を持って柔軟に対応するため、人材育成、人材の効率的な活用を進める。
　また、これまで見直してきた人事制度が効果的に活用されるよう理解活動と職員へのフィードバックを実施する
とともに、チームワーク力の一層の向上を図り、組織の活性化を進める。

２．設備計画
　研究力・技術力の向上に資する基盤的研究設備並びに強化分野の研究設備の新規購入・更新を戦略的かつ計画的
に進める。
　建物・附属設備等インフラの老朽化対応のため、履歴管理・計画保全によりできるだけ余寿命を延ばすとともに
更新を計画的に実施する。

３．支出管理
　各受託事業の支出管理を行うとともに節約活動を継続し、管理費については中長期計画値を下回る水準とする。

４．収支差
　原価意識を高め支出の適正化の努力を継続する一方、事業計画実行に必要な人材および設備への投資は確実に実
施した上で、中長期経営計画期間での収支均衡に向け、健全な経営を行っていく。

Ⅱ．収益事業

１．民間受託・共同開発事業
　民間企業のニーズ・動向を敏感に捉え、顧客ニーズに応じた研究開発を推進する。
　見学会、技術交流会、テーマ検討会の開催等により、JFCC に蓄積された研究成果や設備を積極的に PR するとと
もに顧客ニーズを最大限に組み入れた積極的な提案活動をおこない、新規顧客の拡大を図る。
　また、研究開発のスピードを向上させ、タイムリーかつ高い研究成果により顧客ニーズの満足度向上に努め、企
業との高い信頼関係を構築し受託研究の継続利用及び高付加価値化を図る。さらに、テーマ拡大のため、引き続き
委託者との共同でのテーマ発掘にも努力する。オープンラボの利用についても、上記機会を通じて積極的に PR する。
　平成 29 年度は年間収入 3.5 億円以上の受託獲得を目標とする。

２．試験評価受託・施設機器貸出事業
　依頼内容に応じた「精度が高く信頼性のあるデータ」を提供する。
　「民間受託・共同開発事業」の営業活動と一体となって、新規委託者の拡大及びリピーターの拡大に向け積極的な
受注活動を展開する。
　平成 29 年度は過去最高額となる 4.1 億円以上を目標とする。

３．広告・宣伝事業
　ホームページ、マスメディア及び高機能セラミックス展をはじめとした各種展示会等の様々な手段を積極的に活
用し、幅広く成果普及・広報を行う。また、個別対応となる無料技術相談、見学会、技術交流会、テーマ検討会等
の開催を一層強化し、ニーズ・シーズのマッチングの機会を増やすことにより、民間受託・共同開発事業、試験評
価受託・施設機器貸出事業の受託拡大につなげる。

４．標準物質頒布事業
　産業界での技術基盤となる標準物質を継続頒布する。PR 活動とともに関係機関との連携を深め、1.3 億円の収入
を目指す。

年度事業方針
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CFRP 等繊維強化複合材料に用いられる繊維の引張り強さおよび樹脂との
密着性 ( 界面せん断強度）を実測

技術紹介

･ 繊維強化複合材料の開発
･ CFRP のリサイクル（回収炭素繊維の状態把握 等）

炭素およびセラミックス繊維の引張り強さ、密着性評価技術

単繊維引張強さ

技術の
ポイント

適用分野

繊維－樹脂間の密着性 ( フラグメンテーション法 )
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緻密電解質上に形成された多孔質電極のガス透過率を非破壊で評価可能

技術紹介

･ SOFC 用電極材料のガス透過率評価
・ 多孔体内ガス流れの定量評価

SOFC 用多孔質電極材料のガス透過率評価技術

微細構造が異なる多孔質電極のガス透過率評価例

保有技術 ･ 設備

技術の
ポイント

適用分野

活用／成果の例

謝　　辞 :　本研究は、資源エネルギー庁の「新エネルギー等共通基盤整備促進事業」で行われたものである
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　第 14 回理事会を以下のとおり開催しました。

トピックス

事業報告

　2 月 15 日（水）～2 月 17 日（金）の 3 日間、東京ビッグサイト東ホールで開催された R&D からナノテク製品までの幅
広く多様な業種のニーズ／シーズが集結する nano tech 2017 に出展しました。『one to one Meeting で加速するグローバ
ルイノベーション』というテーマで素材革
命に伴う最新要素技術を幅広く紹介する展
示会で、JFCC は多くの企業の方々に活用
いただける研究成果と最新機器を用いた
試験評価技術と共に、ナノサイズの多孔質
体やセラミックス膜などの新しい素材を紹
介し、興味を持たれた様々な業界の方々に
来場頂きました。

　1 月 10 日（火）JFCC において、中国／清華大学とのセミナーを開催いたしました。
　清華大学／ State Key Lab. of New Ceramics & Fine Processing とは、2011 年に技術的交流を目的とした協力協定を
締結しており、セミナー開催は今回で第 8 回目となります。
　それぞれの講演において活発な議論が行われ、意義あるセミナーとなりました。

　講演１　　「Defect Engineering in Development of Low Thermal Conductivity Materials」 
（潘 偉 教授：清華大学）

　講演２　　「Research on Solid Electrolyte and Anode Materials for Lithium Battery」
　　　（汪 長安 教授：清華大学）

　講演３　　「Regeneration of Sintered Pd/CeO2 and Rh/ZrO2 Catalysts: Re-dispersion of Precious Metals 
                        and Strong Metal-support Interactions」

　　　（冉 鋭 講師：清華大学）

　講演４　　「Visualization of Catalytic Reaction Sites by Environmental TEM and Improvement for Higher-resolution」
（川﨑 忠寛：JFCC）

　講演５　　「Development of Laser Processing of Ceramics」 
（木村 禎一：JFCC）

国際ナノテクノロジー総合展・技術会議　nano tech 2017 への出展

第８回セミナー（清華大学－ JFCC）開催

理事会の開催

○第 14 回理事会
　日　時　平成 29 年 3 月 13 日（月）16：00 ～ 17：20
　場　所　JFCC 会議室
　議　事［報告事項］
　　　　　１．平成 28 年度事業進捗状況及び決算見通しについて
　　　　  ［議決事項］
　　　　　１．平成 29 年度事業計画及び予算の承認について
　　　　  ［研究紹介］
　　　　　①  環境電子顕微鏡による金ナノ粒子触媒の反応サイト可視化
　　　　　②  表面電荷制御による高生体活性チタンの開発
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ナノ構造研究所　電池材料解析グループ
洪　金華（Jinhua Hong）
  I achieved the PhD degree in School of Materials Science and Engineering of Zhejiang University 
in China in June 2016, after 5-year PhD research in the Electron Microscopy Center. My PhD 
research was mainly focused on the characterization of the atomic and electronic structure of 
two-dimensional transition metal dichalcogenides through advanced electron microscopy and 
electron energy loss spectroscopy. 
  I joined Nanostructures Research Laboratory of JFCC to become a post doctor since November 
of 2016, and got prepared to fully utilize the most state-of-the-art transmission electron 
microscopes especially the ultrahigh energy resolution to study materials system such as 
perovskites electrolytes LiLaNbO. I will make great efforts and wish to get nice experiment 
results, publications and career developments during the postdoc research in JFCC.

職員紹介

の動きJFCC

平成 29 年 2 月 15 日付
　出向期間満了
　　研究企画部　業務グループ　担当部長　兼　材料技術研究所　主席研究員　　　　　　　　　　　今井　　修　（日本ガイシ株式会社）
平成 29 年 3 月 31 日付
　退職（自己都合）
　　事務局　人事グループ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡部　寛央
　嘱託退職
　　材料技術研究所　界面電気化学グループ　研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　俊正
　　ナノ構造研究所　計算材料グループ　研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設樂　一希
　　研究企画部　企画グループ　参事　兼　材料技術研究所　材料プロセスグループ　参事　　　　　網治　　登
　出向期間満了
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員補　　　　　　　　　　　　　　　　　野村　優貴　（パナソニック株式会社）
　　ナノ構造研究所　電子顕微鏡基盤グループ　上級研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濱中　　忠　（株式会社デンソー）　　
　　ナノ構造研究所　計算材料グループ　研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷　紀子　（古河電気工業株式会社）
　　研究企画部　研究推進グループ　グループ長　担当部長　兼　材料技術研究所　主幹研究員　　　吉田　　信　（トヨタ自動車株式会社）
　　研究企画部　研究推進グループ　担当部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田　洋一　（日本特殊陶業株式会社）
平成 29 年 4 月 1 日付
　職員採用
　　材料技術研究所　先進構造材料グループ　上級研究員補　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　　誠
　　ナノ構造研究所　計算材料グループ　上級研究員補　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小川　貴史
　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　環境電子顕微鏡グループ　研究員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　祐生
　出向受入
　　研究企画部　研究推進グループ　グループ長　担当部長　兼　材料技術研究所　主幹研究員　　　鈴木　　寛（トヨタ自動車株式会社）
　　研究企画部　研究推進グループ　担当部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服部　昌晃（日本特殊陶業株式会社）

人の動き

○公益財団法人大倉和親記念財団
　第 47 回（2016 年度）大倉和親記念財団 研究助成
　受賞日　　2016 年 11 月 30 日
　受賞者　   横井　太史
　受賞題目   薬剤有機分子固溶型硬組織修復材料の創製

○公益社団法人日本セラミックス協会
　東海支部学術研究発表会　最優秀講演賞
　受賞日　　2016 年 12 月 10 日
　受賞者　   横井　太史
　受賞題目　ダブル電子ビーム PVD 法による Yb シリケート
　　　　　　傾斜組成コーティング

○ American Ceramic Society Third Prize of Best Paper Awards
　受賞日　　2017 年 1 月 23 日
　受賞者　　北岡　諭
　　　　　　松平　恒昭
　　　　　　川島　直樹
　　　　　　横江　大作
　　　　　　加藤　丈晴
　　　　　　髙田　雅介
　受賞題目　Mass Transfer Mechanism In Mullite Under Oxygen 
　　　　　　Potential Gradients At High Temperatures

○一般社団法人日本ファインセラミックス協会
　第 31 回 JFCA テクノフェスタ エクセレント 
　プレゼンテーション賞
　受賞日　　2017 年 1 月 23 日
　受賞者　　山本　和生
　受賞題目　最先端電子顕微鏡法を用いた全固体 Li イオン電池の
　　　　　　オペランド観察技術

○公益財団法人永井科学技術財団　学術賞
　受賞日　　2017 年 3 月 2 日
　受賞者　　木村　禎一
　受賞題目   レーザーを用いたセラミックス製造プロセスの開発

○公益財団法人風戸研究奨励会　風戸研究奨励賞
　受賞日　　2017 年 3 月 4 日
　受賞者　　小林　俊介
　受賞題目　走査型電子顕微鏡法による表面・界面における
　　　　　　微小格子変形解析

○公益社団法人応用物理学会
　第７回女性研究者研究業績・人材育成賞（小舘香椎子賞）
　受賞日　　2017 年 3 月 14 日
　受賞者　　石川　由加里
　受賞題目　歪 Si 用基板構造創成と SiC 結晶の新しい欠陥評価法に
　　　　　　関する研究

表　彰
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　リードエグジビションジャパンの主催により開催される第２回高機能セラミックス展を協賛します。さらに、新たなニー
ズを求める展示も行い、企業の皆様に新たなイノベーションを提案いたします。皆様のご来場をお待ちしています。
 ● 開催日時：2017 年 4 月 5 日 ( 水 ) ～7 日 ( 金 )
 ● 開催会場：東京ビッグサイト　東ホール
 ● 主催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会

　「JFCC 研究成果発表会」を下記の通り開催いたします。

　口頭発表・ポスターセッションにより研究成果を発表いたします。今年も多くの皆様方のご参加をお待ちしております。
詳細なスケジュール等につきましては、5 月頃、JFCC のホームページ等でお知らせいたします。

【第２回高機能セラミックス展～セラミックスジャパン～】の協賛、出展予定

2017 年度 JFCC 研究成果発表会のご案内

○ 東京会場
　 日時：2017 年　7 月　7 日（金）13：00 ～
　 場所：東京大学「武田ホール」( 武田先端知ビル５F)
　　　　＊昨年度と会場が変わりましたので、ご注意ください

○ 大阪会場　
　 日時 ： 2017 年　7 月 21 日（金）13：00 ～
　 場所：梅田スカイビル「スペース３６ L 及び R」

○ 名古屋会場　
　 日時：2017 年　7 月 14 日（金）13：00 ～　
　 場所：愛知県産業労働センター「ウインクあいち」

事業案内

の動きJFCC

組織の改定

材 料 プ ロ セ ス G

組 織 制 御 G

環 境 材 料 G

機 能 性 材 料 G

エ ネ ル ギ ー 材 料 G

界 面 電 気 化 学 G

高 信 頼 性 材 料 G

材 料 評 価 ･ 試 作 G

高 信 頼 性 材 料 G

先 進 構 造 材 料 G

エ ネ ル ギ ー 材 料 G

機 能 性 材 料 G

材 料 評 価 ･ 試 作 G

材 料 技 術 研 究 所 材 料 技 術 研 究 所

　平成 29 年 4 月 1 日、材料技術研究所のグループを、第６次中長期経営計画に掲げた、「環境に優しい物作り産業
への貢献」、「革新的材料創製技術」の研究・技術能力を強化し、研究ニーズに対する戦略的技術力強化を図る体制
に再編しました。


